
十日町市立東下組小学校

平成２１年 １月２１日

学校だより 第１０号

いよいよ閉校まで３ヵ月

これまで「東下組最高！」の合い言葉のもと学校

と地域が一体となって行事を盛り上げてきました。

いつもの年とは少し違った３学期となります。子

どもたちが精一杯学び、思い出に残る日々となるよ

う努めます。ご協力をお願いします。

初めての大きな行事が次々とある中で、堂々と

した姿はとても感動的でした。 ＜保護者より＞

◇始業式で順に挨拶する 1・2年生◇

お礼の手紙が届きました …… 市教育委員会、柏崎市立高浜小学校 ……

東下組小学校 全校のみなさんへ

昨年の１２月には、みなさんが地域の方々と一緒に心を込めて作ったしめなわを教育委員

会にお届けいただきありがとうございました。さっそく、市役所３階の教育委員会の入口に

飾らせてもらいました。みなさんからいただいたしめなわを飾ったことで、新しい気持ちで

新年を迎えることができました。

みなさんは今、それぞれの学年のしめくくりとなる３学期を迎えたことと思います。昨年

１１月には、閉校記念式典でみなさんの元気な発表と閉校への思いをお聞きし、感動しまし

た。みなさんにとってこの３学期はいつもの年と違う特別な思いがあることと思います。全

校のみなさんと先生方、おうちの方や地域の方と力を合わせ、思い出に残る３学期にしてく

ださい。 （後略） 十日町市教育委員会事務局 職員一同

♡♡♡♡ 伝統文化「 しめなわ作り 」 は、 校外の多くの人と心を通わす喜びを得られました。

１月の生活目標 相手に伝わる挨拶や返事をしよう
１・２学期の挨拶運動を通して次のような姿が見られます。

良いところ 気になるところ

・名前を言って ・玄関や廊下で自分から

「○○さん、おはよう。」 進んで挨拶ができない

というように挨拶をすること ことがありました。

が習慣になってきました。 ・来校者には緊張して声

・登下校時の教務室での挨拶は、 が小さくなり、通り過

気持ちの良い挨拶ができます。 ぎることもありました。

そこで、今回は相手に伝わる挨拶とはどういう挨拶か考えて自分の目標をたて、それを玄関

前に掲示しました。友だちや教師が目標にコメントを付けて達成を応援する方法で、意欲的に

挨拶運動を進めているところです。

子どもたちが たてた 挨拶目標

相手の目を 相手の顔を 相手の目を 自分から

見て元気よく 見てあいさつを 見て返事を 先にあいさつを

あいさつ かえす する する

挨拶は コミュニケーションの 第一歩です。

今年度の教育活動 紹介 その１

１１１１・・・・２２２２年生活科年生活科年生活科年生活科 「「「「だいすきだいすきだいすきだいすき東下組東下組東下組東下組」」」」

１・２年生は、地域の良さに触れ合い、自然の豊かさや地域の人の温かさに気付く子ど

もの育成を目指しました。そして、体験したことや学んだことを、自分の言葉で分かりやすく

伝え られるようにさせたいと願いました。

学校の周りで遊びました

春・夏・秋・冬と季節毎に関わりました。豊

かな自然 の中で花や草や昆虫と遊んだり、植物

で遊ぶものを作っ たり、昆虫を見つけて飼った

りしました。東下組の自然 の豊かさを味わうこ

とができました。

花や野菜を栽培しました

アサガオの栽培をしました。世話を続けていく

うちに、毎日自分のアサガオだけでなく、友だち

のアサガオにも水やりをする子もいました。種取

りをして来年も育てようと考える子もいました。

命の大切さを学ぶ良い機会となりました。

野菜を育てて、よもぎだんごの作り方を教えて

くださったお家の人と一緒にシチューパーティー

をしました。

学校周辺を主な活動の場とし、自然と触れ合う

体験的な活動を多く設定し、地域の人々の温かさ

や良さ、自然の豊かさに気付くようにしてきまし

た。そして、東下組への愛着を育ててきました。

これからも、東下組のすばらしさを感じ取り、地

域の人や物、自然を愛するようになってほしいと

願っています。


